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角田中学校 校舎① 001 RC 3 1,987 55 旧 済 済 R1 13.5 ⾧寿命 C B B B B 72 有(H22) 屋根・屋上
10年以内

角田中学校 校舎② 001 RC 3 1,967 51 旧 済 済 R1 13.5 ⾧寿命 B B B B B 75 有(H22) 経過観察

角田中学校 校舎③ 001 RC 3 804 37 新 - - R1 - ⾧寿命 B B B B B 75 有 経過観察

角田中学校 屋内運動場 006 S 2 1,276 47 旧 済 済 R1 - ⾧寿命 B B B B B 75 有 経過観察

角田中学校 柔剣道場 009 S 1 441 37 新 - - R1 - ⾧寿命 B B B C B 70 無 電気設備
10年以内

北角田中学校 校舎 007 RC 3 4,105 12 新 - - R1 - ⾧寿命 B B B A A 81 無 経過観察

北角田中学校 屋内運動場 002 S 1 853 53 旧 済 済 R1 - ⾧寿命 B C C B B 52 有(H20) 外壁、内部
仕上10年以内

北角田中学校 柔剣道場 006 S 1 378 42 旧 済 不要 R1 - ⾧寿命 B C C C C 43 無 屋根・屋上
以外10年以内

■学校施設個別施設計画（令和３年３月策定）における劣化状況評価（令和２年）
（基準年：令和２年）

※１：耐震基準は、昭和56年6月に建築基準法が改正されており、それ以前を「旧」、それ以後を「新」としている。※２：当該施設を維持し続ける場合に構造躯体以外の健全度評価に応じて改修等を実施する場合の目安。

■構造躯体以外の健全性評価

●劣化状況調査（建築技術者による現地調査） ※部位の評価点【A：100%、B：75%、C：40%、D：10%】
（１）劣化状況調査の評価基準（Ａ～Ｄ の４段階評価）
・屋根・屋上、外壁、内部仕上げ（目視評価）
・電気設備、機械設備（経過年数を基本に評価）

（２）建物健全度の算出
・各建物の部位について劣化状況を４段階で評価し、
100点満点で数値化

・健全度＝総和（部位のコスト配分×部位の評価点）
※部位のコスト配分【屋根・屋上：8.5、外壁：28.7、
内部仕上：37.3、電気設備：13.3、機械設備：12.2】

■改修等の基本的な方針

●⾧寿命化の方針
・今後も維持・活用する施設については、原則⾧寿命化型の
保全に切り替えた整備を行うものとする。

●大規模改造・⾧寿命化改修周期の設定

しかしながら、前回の議論を振り返ると…

【学校施設個別施設計画p.12・p13より抜粋】

【学校施設個別施設計画p.11より抜粋】 【学校施設個別施設計画p.22より抜粋】

用 途 大規模改造周期 ⾧寿命化改修周期
学校施設 築20年築60年 築40年


